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 昭和58年4月に開設されたさやか学園（現さやか）は、2年後の令和5年3月末、開設満40年の節目を迎え

ます。ここ十数年、度重なる制度改正によって、利用者の生活環境の改善や、建物の老朽化によりあちこちに

不具合が発生、その都度修繕、大規模改修等を度々行ってきましたが、如何ともし難いところに来ている現状

にあります。こうしたことから、昨年、法人の中長期計画策定の重要項目として、表題の建て替えが計画に盛

り込まれた経緯があります。 

 法人のこれから先30年、40年を視野に入れた一大プロジェクトになります。 

 これまで私たちが強く意識し、実行してきた地域生活重視の取り組みと、地域のニーズの現状と今後の方向

をどう反映するのか？それはとりもなおさず、これまで進めてきた「地域移行完結」を果たした先に、経過措

置とはいえ、入所機能を残すか残さないかの大きな決断を要することでもありました。 

 結果として、今後利用者の高齢化への対応、緊急時支援、ショートステイ、GHバックアップ機能、等々一

定の入所機能は不可欠との判断をする一方、これまでの支援の中心に置いてきた地域共生の想いは、単なる建

て替えにではなく、地域に密着したコミュニティの場として位置付けたいと思うに至りました。 

 こうしたコンセプトを受け止めて下さる、著名且つ、実績豊富な設計事務所を紹介していただき、現在、打

ち合わせを通して早速立体模型（ジオラマ）を作られ、施設機能に加え動線も考えたグランドデザインの提案

がなされました。そして、法人管理職に留まらず、各事業所の若手職員たちにもイメージを共有してもらい、

今後さらに細部にわたる検討を重ね、今年度中に基本設計を終え、令和4年度国庫補助対象施設としての申請

を予定しています。最短でも着工は令和5年、完成は令和7年の計画となっていますが、課題も山積していま

す。農地転用等用地の確保、国庫・県単補助など各種補助申請など、それにも増して建設に関わる法人のしっ

かりした資金計画が不可欠です。 

 開設から間もなく40年、数多くの先人たちの労苦の結晶でもある、「清心会さやか」の未来を、今託されて

いる私たちがどのような未来像を描くのか？これは単に法人の問題にとどまらず、内外のこの分野の関係者

や、行政機関等からもその成り行きが注目されるものと思います。 

 法人の持てる力を結集して、この大事業を進めてまいります。  

 ご理解とご支援のほどお願い申し上げます。 

社会福祉法人 清心会  

理事長 村山 勇治

副理事長就任に寄せて 
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副理事長 岡部 浩之

法人の中長期計画から「施設建て替え」について   

 6月26日の理事会にて、副理事長という重責を拝命いたしました。法人役員としては、これまで常務理事として4年

間法人の運営に関わらせていただきましたが、より一層の覚悟をもって清心会の未来のために身を挺して参る所存で

す。また、業務上の総合施設長という役職は引き続き務めさせていただきます。今後とも関係各位の皆さまのご指導ご

鞭撻をお願い申し上げます。 

 さて、コロナ禍の影響は未だに深刻であり、本年度も前期の法人行事は軒並み中止となっています。利用者の皆さん

が楽しみにされている事業を中止にすることは、本当に断腸の思いであります。法人では、7/15よりコロナワクチン

の集団接種が始まり、8月一杯には希望するすべての利用者職員が完了する予定になっています。その時点を一つの節

目として、少しずつ日常を取り戻していきたいと考えています。 

 コロナ禍に脅かされたこの1年半、「当たり前」「普通」ということがどれだけ幸せなことなのかを痛感する期間で

もありました。そのことは、コロナ禍が終息しても決して忘れてはならないことだと思います。 

 世界的な終息にはまだ時間がかかるでしょうが、今こそ「ちょっとしたこと」への感謝を忘れずに皆で力を合わせて

難局を乗り越えていきたいと思います。 



 給食の定番メニューとして好評をいただいている自家製ミートソー

スを、ぽっぽのパンと組み合わせて地域の方々に提供できないかな

と考えました。グループ内で収穫した玉ねぎを、時間をかけて丁寧

に炒め、トマトたっぷりの優しい味付けに仕上げました。 

 さやかキッズクラブでは月に一度アート活動を

行っています。その月の季節を考えて利用者さん

が役割分担をして一つの作品を作っています。ま

た、誕生月の利用者さんには好きなキャラクター

の誕生日カードを作成しています。みんなが楽し

く活動できるように頑張っています。 

さやかこども支援センター 倉林 大樹 

 

 

★ 販 売 店 舗 ★ 

 ミートパイのようなパンを作りたいと思いふわらあ堀口シェフと話し

合い進めました。満足していただけるよう、チョリソーウインナーも1

本まるごと入れています。 

● ぽっぽ横瀬店 

（営業時間：10:30～16:00/定休日：土・日・祭日） 

〒368-0072 秩父郡横瀬町横瀬4299-1 ☎0494-26-6613 

● ぽっぽのお店 ばらーど 

（営業時間：１０:00～16:00/定休日：土・日・祭日） 

〒368-0044 秩父市本町7-4 ☎0494-25-3100 

 

さやかこども支援センター  

～さやかキッズクラブ～ 

● ぽっぽ長瀞店 

（営業時間：10:30～17:00/定休日：土・日・祭日） 

〒369-1305 秩父郡長瀞町長瀞59 ☎0494-69-2880 

 

※店舗により入荷がない日もございます。 

 ベトナムで食べられているサンドイッチで、鶏レバーペースト、

なますが入っているのが定番です。パンもフランスパンに近い物で

すがぽっぽでは、柔らかめのパンにしています。 

「ぽっぽ」 「さやかフーズ」コラボ商品 3選！！ 

 

借金なし味噌を隠し味に作られている和風根菜キーマカレーを

使用した揚げカレーパンです。食べやすい中辛味です。 

自社製の借金なし味噌を使い、ちょっと変わった和風テイストな

カレーを提供します。パン用にするのに試行錯誤しました。 

 こだわりの新鮮な生の鶏レバーを丁寧に下処理して、くせの   

ないレバーペーストに仕上げています。自家製なますとの相

性もバッチリです。 

記事担当：さやかワークセンター事業所 黒澤 秀一 
     ふらわあ事業所       堀口 英紀 



 
 残暑お見舞い申し上げます。最近は、酷暑がまるで普通のようになってしまっています。どうぞ、ご自愛いただければと思います。 

 さて、新型コロナウィルス禍はいまだに続いています。お祭りごとが大好きな利用者は、ずっと我慢を強いられているのが現状です。

法人としては、創意工夫により、小規模な催しものを中心に、楽しみの場を提供する努力を続けていきたいと思います。皆様のご理解、

ご協力をよろしくお願いいたします。 

さやかサポートセンター 原 真澄  

〒368-0004 埼玉県秩父市山田1199-2 TEL0494-24-9951 FAX0494-26-7339 E-mail info-sayaka@sayaka.or.jp 

 http://www.sayaka.or.jp  さやかグループ  社会福祉法人 清心会        

＝編集後記＝   

ふわらあ事業所、さやかワークセンター事業

所、とも事業所では、日々の活動の中で利用者のみな

さんのやりたい事や困っている事など、意見を出し合

い、自分たちで意思決定していく本人活動を行なってい

ます。その一環として、代表選挙を行い各事業所の代表

者（会長・副会長）を選出しています。新年度に行われる選挙戦では、立候補

者も投票者も皆さん真剣で、白熱した選挙戦が繰り広げられます。代表になっ

た方にとっては責任のある仕事ですが、みんなのまとめ役と

して力を発揮していただいています。今後も、本人活動が

充実したものになるように、職員からも意見を出し

つつ、話し合っていきたいと思います。 

ふわらあ事業所 小泉 薫 

 現在発達障がい支援事業所たかしの（以下、たかしのと言います）では、埼玉県の

彩の国ロードサポート事業に取り組んでいます。ロードサポート事業とは、住民団

体、学校、企業などがボランティアで道路の清掃美化活動を行い、快適で美しい道路

環境作りに貢献するというものです。 

 清掃活動を行う際には、写真のような緑色の帽子とベストを着用します。なので、

遠くから見てもロードサポート事業をしているというのが一目で分かるわけです。 

 たかしのの利用者の皆さんも、この一式を着用すると表情がキリっと

変わります。金バサミとゴミ袋を持ち、上手にゴミを拾っていきます。 

 全身緑色でとても目立つ集団なので、地域の方々からよく声を掛けら

れます。「頑張ってね！」や「いつもありがとう～」といった一言が、

日々の活力になっていると感じます。 

 ゴミを拾い終え、綺麗になった道路を歩いて帰るのはとても気持ちが良いので皆

様にもオススメです。 

発達障がい支援事業所たかしの 石川 裕一  

 
 当法人では、日頃より手洗いや消毒、換気などを徹底して行い新型コロナ

ウイルス感染症予防に努めています。その一環で、今年度5月から8月まで埼

玉県の助成により300名を超える全職員を対象にPCR検査を月2回定期的に

実施しています。徹底した予防の甲斐あって、全職員が陰性結果で利用者の

皆さんも職員も安心して過ごしています。  

総務部  浅見 秀俊 

彩の国 ロードサポート事業 

全職員のPCR検査を定期的に実施しています！ 

 ※令和 2年度 事業報告・決算報告につきましては、ホームページの情報公開をご覧下さい。 


